
資源循環促進税の税収及び税充当事業について

１　資源循環促進税の税収について（Ｈ19～R４）

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R４
R５

（予算）

税収額
（千円）

117,492 149,418 178,469 262,978 290,528 255,214 250,144 248,160 233,053 213,054 235,227 268,612 280,435 255,182 244,575 231,233 244,398

２　資源循環促進税の税充当事業額について（Ｈ19～R４）　※ただし、下表の「事業概要」は、令和４年度の事業における概要を記載。（既に終了している事業は終了時点での事業の内容）

（単位：千円）

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 予算額

48 20,065 31,775 60,344 57,358 49,795 31,094 31,203 31,105 31,225 25,992 31,138 31,178 31,030 31,030 31,030 31,310

13,167 11,924 17,762 17,885 10,730 13,757 17,025 18,119 18,143 17,867 18,039 18,031 16,614 18,232

60,000 52,846 55,594 65,635 59,298 53,227 34,064 32,268 31,283 27,370 15,443

24,181 24,281 18,105 18,170 18,270 8,816 8,661 8,769 8,542 9,756 12,374 11,033 833 1,448 2,465

758 950 756 780 1,512 906 1,121 1,272 1,581 1,673 1,802 1,747 1,946 1,626 1,229 2,594

58,000 58,000 58,000 58,000 58,000 58,000 58,000 58,000 58,000

2,137 2,329 2,107

4,446 4,998 7,740

1,351

2,546 4,556 5,367

223,919

2,308 1,724 2,018

2,000 2,000 2,000

9,302 9,199 9,065

297 470

9,833 7,701

5,726

3,852 7,782

4,180 4,262

2,060 613 1,000 2,211 2,211 1,472 1,500 810 730 1,009 818 1,139 1,168

1,500

1,000

3,973 4,486 3,825

655 1,996 2,279 1,774 813

988

1,300 1,250 1,153

517 538 538 416 416 416 416 416 416

バイオマス活用推進
計画策定事業費

国のバイオマス活用推進基本計画を踏まえ
た新しい推進計画を策定する。

ポリ塩化ビフェニル廃
棄物処理推進事業費

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正処理に係る
指導管理費。

産業技術研究所試験
研究費（建設技術セン
ター分）

産業廃棄物を有効利用した新技術・新工法
や資材に関する研究開発を行う。

産業技術研究所試験
研究費（技術開発部
分）

コスト面から再資源化が難しく、最終処分場
に埋立処分されている廃棄物から有用元素
を回収する手法を確立し、再資源化を図る研
究を行う。

無機性廃棄物利用用
土開発試験費

無機性廃棄物を利用した安価な用土等を開
発し、低コスト化や廃棄物のリサイクル化を
図る。

建設技術実証試験費
（平成22年度までは、建設
技術開発促進研究費）

廃棄物を有効利用した建設資材等につい
て、建設現場で実証試験を行う。

バイオエタノール燃料
用途検証事業費

みかん搾汁残渣（産廃）を原料として製造す
るバイオエタノールの用途拡大を図るための
研究・開発を行う。

炭素繊維を回収する技術を開発、回収した炭
素繊維を樹脂と複合化させ、樹脂強化剤とし
て活用する研究を行う。

　資源循環促進税の税収は、産業廃棄物の排出抑制及び減量化並びに資源の循環的な利用その他産業廃棄物の適正な処理を確保するための施策に充て、循環型社会の早期実現を図る
こととしている。具体的には、産業廃棄物の排出抑制、減量化、有効利用を促進するための研究開発や環境ビジネス振興、優良な処理業者育成などの施策に活用している。

資源循環技術等研究
開発事業費

廃棄物の資源循環を図るため、処理業者が
実践可能な再資源化技術等の調査、実用化
に向けた検討を行う。

事業概要充当事業分類

紙産業資源循環促進
支援事業費

製紙産業から排出される産業廃棄物の発生
抑制等のための研究・開発等に対し補助す
る。

産業廃棄物処理業資
源循環促進支援事業
費

地域の循環資源を活用した事業を促進する
研究開発、施設整備に対し、（一社）えひめ産
業資源循環協会が行う助成・調査等の経費
に助成する。

廃棄物中有用金属類
回収技術開発研究事
業費

下水汚泥燃料化技術
調査研究事業費

下水汚泥を加工し、生活環境上問題なく、燃
料として使用できる技術を確立するための研
究・開発を行う。

リン回収技術開発研
究費

下水汚泥等焼却灰からのリン回収技術の研
究を行う。

循環型社会形成推進
事業費

廃棄物の減量化、リサイクル推進の取組みを
強化する。

産業廃棄物行政支援
交付金

松山市が実施する産業廃棄物の３R及び適
正処理の確保を推進する事業等に対し、交
付金を交付する。

微量ＰＣＢ廃棄物処理
施設整備事業

(財)県廃棄物処理センターが微量ＰＣＢ汚染
廃電気機器等の容器、コイル等の全体処理
を行うために必要な設備の改造への補助を
行う。

産業廃棄物実態調査
費

民間環境調査専門業者へ委託のうえ、県内
事業所を抽出し、産業廃棄物・特別産業廃棄
物の処理状況、意識調査等を実施する。

循環型社会推進計画
策定事業費

農業用廃プラスチック
適正処理推進事業費

農業用廃プラスチックの再生処理を進めるた
め、低コスト処理体制の確立を図る。

産業技術研究所試験
研究費（技術開発部
分）

廃棄される農産物から抗菌成分を抽出し、新
たな抗菌紙を開発する。

産業技術研究所試験
研究費（技術開発部
分）

タオル製造工程で廃棄されてきた繊維くずを
用いた再利用糸や染色廃水の再利用で、環
境等に配慮した持続可能なタオル製造技術
を確立する。

産業廃棄物
の排出抑
制、減量

化、有効利
用を促進す
るための研
究・開発及
びそのため
の施設整備

アスパラガス改植障
害対策現地実証試験
費

みかん搾汁残渣（産廃）を原料として製造す
るバイオエタノールを利用した土壌消毒技術
を用いたアスパラガス改植の実証試験を行
う。

廃棄物処理センター
運営費補助金

市町などで処理が困難な廃棄物を適正処理
するなど公的性格を有する(財)県廃棄物処
理センターに対し、運営費等の補助を行う。

農薬適正使用推進事
業費

県産農産物の安全性確保、農薬による危害
の防止並びに環境保全対策を推進するとと
もに、埋設農薬廃棄処分経費の一部を助成
する。

バイオマスエネルギー
プロジェクト推進事業
費

油糧作物等からバイオディーゼル燃料の製
造・利活用を推進、地域モデル事業を助成
し、技術支援・普及啓発を行う。

バイオ燃料普及促進
事業費

油糧作物等からバイオディーゼル燃料の製
造・利活用を推進、地域モデル事業を助成
し、技術支援・普及啓発等を行う。

えひめ環境基本計画
（仮称）策定事業費

第三次えひめ環境基本計画（仮称）を策定す
る。

第五次えひめ循環型社会推進計画を策定す
る。



H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 予算額
事業概要充当事業分類

1,400 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,728 1,725 1,704 1,669 1,523 457

1,300 1,300

1,799 1,799 1,799 1,799 1,799 1,799 1,799 1,799 1,729 1,799 1,799 1,669 1,799 1,799

244 2,320 2,661 2,342 3,129

3,965

1,947 2,117 2,230

1,998 193 272 25 13 10 9 22,087

14,702 42,114 140,337 179,575 385,168 169,023 142,630 112,573 161,028 164,028 151,396 150,644 141,825 134,261 122,770 115,756 148,311

4,607 4,140 6,128 5,331 4,188

4,438 4,713 4,750 4,591 2,837 2,633 2,883 2,632 3,092 3,658 5,365 4,620 6,387 7,968

2,316

2,027 1,826 1,952

3,088 9,180

4,064 1,132 736 3,575 6,046 5,883 4,559 4,715

3,000 5,000 4,366 4,500 4,500 8,867 8,610 9,000

8,254 9,090

520

2,400 2,400

2,027 1,826 1,952 4,438 11,093 5,882 5,327 11,019 12,819 17,894 17,522 16,361 8,158 9,865 14,007 28,739 37,638

2,229 1,782 1,513 1,642 1,867 1,461 2,241 1,908 3,074 3,280 4,715 6,405 6,944 6,262 7,422 5,772 8,611

6,266 3,969 2,009

8,495 5,751 3,522 1,642 1,867 1,461 2,241 1,908 3,074 3,280 4,715 6,405 6,944 6,262 7,422 5,772 8,611

5,744 6,740 5,000 2,627 2,136 1,209

15,920 14,581 23,689 14,449 15,838 16,506 18,152 18,472 18,778 19,628 19,002 22,741 21,631 22,741 26,007 28,235 30,781

395 408 496 385 844 820 929 1,049 781 1,012 1,100 867 972 249 1,256

2,413 2,481 2,568 2,297 2,404 2,790 3,868 2,764 2,469 2,752 2,832 669 972 535 1,543

898 4,963 5,506 5,992 3,989 4,551 8,470 9,880 10,080 7,731 11,767 12,234 12,340 12,584 10,728 15,406

2,861 3,792 2,903 4,512 5,094 4,493 5,881 6,201 6,377

352

1,012

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,240 1,015 859 1,252 1,500

2,431 2,666 2,616 3,128

15,920 15,479 32,960 24,344 26,746 24,677 33,195 38,792 42,816 41,440 36,522 45,493 44,131 44,556 49,941 50,828 59,991

プラスチック資源循環
総合対策推進事業費

プラスチック代替製品等の販路開拓や利用
促進を図るための商談会の開催等を行う。

循環型社会ビジネス
振興事業費

優良リサイクル製品のモデル認定を行い、そ
の取り組みを普及啓発する。

廃棄物中有用金属類
回収技術開発研究事
業費

バクテリア・リーチングの室内実験装置を試
作の上、採算性を含めた総合評価及び検討
を加え、技術の実用化を図る。

資源循環優良モデル
推進事業費

優良リサイクル製品のモデル認定、エコラン
ド構想の推進、エコビジネスの展開の支援拡
充を行う。

農業試験研究費
みかん搾汁残渣（産廃）を原料として製造す
るバイオエタノールを利用した土壌消毒技術
の開発を行う。

売れるリサイクルモデ
ル支援事業費

優良モデル認定製品等の販路拡大のため、
大型環境展示会においてＰＲするほか、新た
なリサイクル製品の開発等を支援する。

食品ロス削減推進事
業費

事業系食品ロス削減対策に取り組む事業者
を支援する。

資源循環促進税適正
運用確保事業費

産業廃棄物処理施設
等パトロール強化費

産業廃棄物処理施設、土砂条例の特定事業
場に対する監視指導の強化を行う。

微量ＰＣＢ汚染廃電気
機器処理促進事業費

ＰＣＢ廃棄物の確実かつ適正な処理のため、
対象物の把握調査、処理に係る助成を実施
する。

職員経費
産業廃棄物行政に携わる会計年度任用職員
に係る経費。

最終処分場や焼却施設の監視指導、機器更
新を行う。

廃家電等不法投棄集
中対策事業費

地上デジタル放送への移行に伴い、増加傾
向にあるアナログテレビなどの廃家電等の不
法投棄の未然防止を図るため、集中パトロー
ルを実施する。

海岸漂着物地域対策
推進事業費

国、県、市町等で構成する海岸漂着物対策
推進協議会の開催する。

計

バイオ燃料利用拡大
事業費

バイオマスの活用や、バイオディーゼル燃料
の普及のための啓発等を行う。

地産地消飼料増産対
策事業費（エコフィー
ド利用促進事業）

県内で廃棄処分されている食品残さ等の未
利用資源の飼料化など、更なる飼料自給率
の向上に取り組む。

消防防災ヘリコプター
運営管理費

赤外線サーマルカメラを消防防災ヘリコプ
ターに積載して産業廃棄物及び土砂等の不
適切処理の監視体制をより一層強化する。

温暖化対策×循環型
社会形成支援事業費

民間事業者等が行う廃棄物系バイオマスの
利活用設備の導入経費の一部を助成する。

みどりの食料システム
戦略推進事業費

グリーンな栽培体系の普及推進（有機農業と
環境保全型農業）とグリーンな資源循環農業
モデルの構築（有機資源の活用と土壌管理
技術の検討）

有機農業推進事業費
（有機農業転換者へ
の経費支援）

有機農産物のJAS認定取得を目指す生産者
に対し、２年間の転換期に施用する有機質肥
料に係る割増経費の定額補助を行う。

環境に優しい農業生
産活動推進事業費

環境保全型農業に向けた取組み支援と啓発
普及、化学肥料成分の一部を堆肥や廃棄物
を利用した肥料等で代替した場合の有効性
を実証する。

計

低コスト県産養鶏飼
料開発推進事業

新たな飼料タンパク質源を地域から探索し、
県産飼料を開発して、飼料価格高騰の影響
を受けにくい経営への転換を図り、養鶏生産
の拡大を図る。

最終処分業者の申告指導、計量設備設置に
対する補助を行う。

計

優良な産業
廃棄物

処理業者の
育成

計

優良産業廃棄物処理
業者育成事業費

畜産経営技術指導事
業費

家畜排泄物の適正処理、良質な堆肥生産及
び有効利用の指導を行う。

産業廃棄物処理対策
費

業の許可審査、立入調査、不法投棄防止対
策推進協議会の運営等を行う。

汚染土砂等の不適正
埋立防止対策費

土砂条例に基づく汚染土砂、廃棄物等の不
適正処理防止対策を行う。

産業廃棄物不法投棄
未然防止対策強化費

産業廃棄物の不法投棄撲滅のため、未然防
止、早期発見、早期対応の緊急対策（パト
ロールの強化、適正処理指導員の配置など）
を講じる。

産業廃棄物処理施設
適正管理指導費

監視指導体
制の

拡充・強化

育成研修会の開催、処理業者の認証取得費
用の補助を行う。

飲食店等プラスチック
代替製品普及啓発事
業費

環境意識が高い飲食店等にプラスチック代
替製品（紙容器等）を試験的に提供し、利用
促進することで、プラスチックごみの削減を目
指す。

産業廃棄物
の排出抑
制、減量

化、有効利
用を促進す
るための研
究・開発及
びそのため
の施設整備

環境ビジネ
スの振興

自然公園等施設整備
事業費

優良モデル認定製品を活用して、自然公園
等の施設改修工事をモデル的に実施し、製
品の機能や品質への信頼性を高め、製品利
用促進を図る。



H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 予算額
事業概要充当事業分類

617

781

1,107 1,107 1,107 1,082 1,082 1,082 1,082 974

789 790 790 2,103 2,073 2,236 1,139 1,139 1,116 1,116 1,004 1,004 840 1,004 1,004 1,006

1,000

1,000 789 790 790 3,210 4,578 3,343 2,221 2,221 2,198 2,198 1,978 1,004 840 1,004 1,004 1,006

42,144 65,959 179,562 210,789 428,086 205,624 186,736 166,512 221,958 228,840 212,354 220,881 202,062 195,784 195,144 202,099 255,557

※端数処理により、合計額と個々の数値の合計が一致しないものがある。

四国ジュニア環境教
育推進事業

学校教育の場において、環境教育等を推進
し、産業廃棄物の排出抑制、減量化、資源の
循環的な利用について理解を深める。

海岸漂着物対策推進
普及啓発事業費

若年層を対象に啓発用テキストの作成・配布
等して、海岸清掃や適正なごみ処理等の理
解・実践を促し、海岸漂着物対策を効果的に
推進する。

３Ｒ普及促進事業費
「第三次えひめ循環型社会推進計画」のＰＲ
及び県民の３Ｒ活動への取組み促進のため
の啓発活動を行う。

環境教育指定校への助成、産業廃棄物に関
する学習、処理施設の見学等による理解促
進などを行う。

体験型環境学習セン
ター管理運営費

環境教育推進事業費

「体験型環境学習センター（通称：えひめエ
コ・ハウス）」において、産業廃棄物の削減に
つながる環境体験学習の実施や支援を行
う。

計

環境教育の
充実

合　　　　　　　　　　計


